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研究の概要： 

本研究は、医療、防災、防犯、労働、教育などの政策現場で直面する問題の解決策を検討することを目
的として、アンケート調査、ランダム化比較試験、経済実験という行動経済学の手法を用いて分析する。
その際、日本人の行動経済学的特性を明らかにした上で、様々な政策課題の解決に有効なナッジを見つけ
出すことを目指す。行動経済学の実務的応用研究を通じて、行動経済学的な基礎的特性を明らかにする。  
 

研究分野：行動経済学、労働経済学、医療経済学、教育経済学 

キーワード：ナッジ、医療、労働、教育、防犯 

 

１．研究開始当初の背景 
伝統的な経済学では、人々の行動変容を促すのは、税・補助金により価格や罰則を通じた政策だけだと
考えられてきた。背景には、人々は情報さえ与えられれば、合理的な意思決定ができるという前提があ
った。ところが、医療、防災、労働、教育、防犯等ではその前提が成り立たない場面がある。そこで注
目されているのが行動経済学であり、ナッジと呼ばれる非金銭的介入が人々の行動変容に有効だという
研究が増えてきた。しかし、ナッジを政策手段として用いる場合には、行動経済学的特性の異質性の存
在とそれへの対処への対処、ナッジの長期的効果など不明なことも多いという課題があった。 
 

２．研究の目的 
本研究においては、医療、防災、防犯、労働、教育という具体的な政策現場において、どのような行

動経済学的介入が有効であるかを、アンケート調査、RCT、経済実験によって明らかにする。有効なナッ
ジを作成するためには、それぞれの現場で人々がどのような過程で意思決定をしているかを検討し、意
思決定のどのプロセスでバイアスが生じているために望ましい行動がとれないのかを明らかにする必要
がある。その上で、そのバイアスを修正するために、どのような行動経済学的な介入が望ましいかを検
討し、実際に介入してその効果検証を行う。 

 

３．研究の方法 
 
研究の方法は、介入研究が可能な分野と困難な分野で大きく二つに分かれる。フィールド実験やオンラ
イン RCT 調査が可能な場合には、政策課題の背景となっているボトルネックをインタビュー、統計調
査、行動経済学の理論から検討し、行動変容に有効なナッジの候補を複数検討する。ナッジの候補につ
いて、オンライン RCT、フィールド実験による効果検証をする。その際、ナッジの効果の対象者による
異質性の特性や短期的効果と長期的効果を計測できるように工夫する。このタイプの手法を取っている
のは、COVID-19 の感染症対策やワクチン接種促進に有効なナッジメッセージの開発や、災害時の避難促
進メッセージの開発、特殊詐欺防止策の普及対策、保育所への積み木セットの効果検証などである。 
一方、同一個人を追跡調査し、パネルデータを構築することで、様々な政策的なショックや環境の変化
による影響を特定して、政策効果を検証するアプローチも用いている。具体的には、コロナ禍で同一個
人を追跡調査することで、感染拡大の波、感染対策、ワクチン接種などで、人々の感染対策や行動経済
学的特性がどのような影響を受けたか、教育における成績・非認知能力のパネルデータの構築で、コロ
ナ休校がそれらにどのような影響を与えたかなどを分析する。パネルデータの分析から明らかにされた
ことからフィールド実験、オンライン RCT での効果検証を行う場合もある。 



４．これまでの成果 
多くの成果が出ているが、ここでは COVID-19 関連のものを紹介する。まず、COVID-19 の感染対策を促
進するための行動経済学的なメッセージの効果検証を行った。Sasaki, Kurokawa, Ohtake (2021, JER)では、
緊急事態宣言中に、６つのメッセージをオンライン調査でランダムに送付し感染対策への効果を検証した。
その結果、利他的利得メッセージが実際に人との接触回避に短期的効果をもった（図１）。Sasaki, Saito, 
Ohtake (2021,SS&M)は、どのようなメッセージが ワクチン接種意欲を高めるかを検証し、利得フレームの
社会的影響メッセージが高齢者のワクチン接種意欲を高めることを明らかにした（図２）。次に、コロナ
休校の影響についての分析 Yamamura, Tsutsui (2021, J Popul Econ)は、COVID-19 の感染拡大予防策として
行われた学校の一斉休校が保護者のメンタルヘルスに与えた影響を分析した。その結果、学童の母親は他
の女性と比較してメンタルヘルスが悪化する一方、父親のメンタルヘルスは他の男性と差がないことが示
された。Yamamura, Tsutsui (2021, Rev Econ Household))は、コロナ休校で小学生の母親がテレワークをする
傾向を高めたことを明らかにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．今後の計画 
（医療の行動経済学）2022 年度においては、COVID-19 に関わる行動経済学的研究を継続する。医療関係
者と継続的に研究会を開催して、行動経済学的介入で解決の可能性がある医療現場での課題を探し出し、
その介入効果を検証するという研究を続ける。 
（防災の行動経済学）2022 年度においては、避難行動を呼びかけるメッセージの効果について、就業状態
に着目した異質性の分析を行う。 
（防犯の行動経済学）2022 年度においては、2021 年度から行っている特殊詐欺対策の警察署との共同で
の介入研究を継続する。 
（労働の行動経済学）2022 年度においては、COVID-19 がテレワークの実施に与えた長期的影響について
分析を行う。COVID-19 の感染が収まってきた段階で、企業での介入研究を実施する。 
（教育の行動経済学）2022 年度においては、2020 年の全国一斉休校および 2021 年度の COVID-19 の第６
波の流行による学級閉鎖が学力および非認知能力に与えた影響について分析を行う。 
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